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１ 学校教育目標 大きな志を抱き 挑戦し続ける人づくり 

社会のために役立とうという目標をもち、その実現のため、あきらめず努力し続ける人を育てることを

目指して、学校教育目標を「大きな志を抱き 挑戦し続ける人づくり」に決定しました。 

２ 校 訓 志 学 （しがく） 

志を実現するためには、自ら進んで知を学ぶこと、関わりを通して徳を学ぶこと、知・徳を支えるため

に身体を鍛えることを学ぶことが大切です。このことから、一貫学校で学ぶ子どもたちが、生涯を通して

志をもちながら知徳体を学びつづける人に育つことを願い、校訓を「志学」としました。 

３ 校 章 一貫学校の開校に併せて、新たな校章を採用します。 

 

４ 制 服 一貫学校の開校に併せて、全学年で制服を採用します。 
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今回の一貫学校だよりでは、学校の教育目標と校訓、校章と制服のデザインに加え、

静浦中学校跡地の利用方法などについて、お知らせします。 

校章の選定にあたり、静浦小・中学校の児童・生徒からデザ

イン画を募り、それらを基に、推進委員会での検討・投票を経

て、校章のデザインを決定しました。 

デザイン全体のイメージは、静浦から見える海越しの富士山

と、大海に漕ぎ出す帆船です。 

６つに分かれた船の帆は、静浦６地区からの協力の風をうけ

て推進する学校教育を表し、９つの球は、９学年の子どもが、よ

り高い目標に向かって年々成長していく姿を表現しています。 

帆の中央の「Ｓ」の字は、静浦のイニシャルです。 

   

初志部 （１～４年生） 立志部 （５～７年生） 大志部 （８・９年生） 



５ 校 歌 一貫学校の開校に併せて、新たな校歌を制作しました。 

作詞・作曲  柚 梨太郎 

 

一 駿河に見守られ 広い心教えられ 私たちはこの日まで 育ち合ってきた 

富士に見守られ 貫くこと教えられ 私たちはこれからも 絆深めてゆく 

はるかに続くこの道を ひたすら ただ歩いてゆこう ひとりひとりの志 九重の空へ 

 

ニ 世界へ帆を上げて 自由の風を追いかけ 私たちは学び合う 手をつなぐこと 

笑顔それは勇気 夢それは理想の種 私たちは自治の灯を ともし続けてゆく 

何度も立ち上がりながら ひたすら ただ切り拓くのさ ひとりひとりの志 九重の空へ 

 

三 とびうおになれ 黒潮に乗れ 羽広げ翔べ高く 八朶のかむり 飛び越えるまで 

力の限り翔べ翔べ高く はるかに続くこの道を ひたすら ただ歩いてゆこう 

ひとりひとりの志 九重の空へ 何度も立ち上がりながら ひたすら ただ切り拓くのさ 

ひとりひとりの志 九重の空へ 静浦の空へ 

 

※  沼津の中学・高校を卒業し、全国の子どもから愛される歌を数多く作っているシンガーソングライタ

ーの中山 讓 氏に、児童生徒・保護者・地域の方々が選んだフレーズを入れて、校歌を制作していた

だきました。  ※柚 梨太郎（ゆず りんたろう）は、中山氏のペンネームです。 

６ 跡地利用 静浦中学校の跡地には、文化財センター等を整備します。 

静浦中学校の跡地は、校舎と運動場の一部を「文化財センター」、体育館を「社会体育施設」、運動

場の一部を「多目的広場」として整備します。 

また、校舎の最上階に避難物資等の保管庫を確保するとともに、校舎と体育館を災害時の避難施

設として位置づけ、今後とも、静浦地区の防災拠点の一つとして活用します。 

 

◇◇◇◇    沼津市文化財沼津市文化財沼津市文化財沼津市文化財センターセンターセンターセンターのののの整備概要整備概要整備概要整備概要    

文化財センターは、文化財の調査・整理・保管、文化財の展示、関係書籍の保管等を行う施設

で、現在は片浜にあります。 

新たな文化財センターは、沼津市の文化財の拠点施設として位置づけ、これまで市内各所に点

在していた収蔵物の集積や展示に加え、小中学校と連携した地域学習なども進めていきます。 

 

◇◇◇◇    体育館体育館体育館体育館・・・・多目的広場多目的広場多目的広場多目的広場のののの整備概要整備概要整備概要整備概要    

体育館は、スポーツや健康増進のための社会体育施設として御利用いただけるよう整備します。 

運動場の一部（約 60%）は、子ども達の放課後の遊びや地域の方々のレクリエーションなど、多目

的広場として御利用いただけるよう整備します。 

運動場の一部（約 40%）については、文化財センターの資機材・車輌置場として整備します。 

 

◇◇◇◇    整備整備整備整備スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

新文化財センターは、２年程度をかけて設計・施工を行い、平成 28 年４月からの業務開始を目指

しています。体育館と多目的広場については、平成 26 年４月から御利用いただく予定です。 

 

 ― 静浦小中一貫学校の「内覧会」を開催します！ ― 

静浦地区にお住まいの皆様を対象に、静浦小中一貫学校の「内覧会」を２月２２日(土)に

開催します。現在、準備を進めておりますので、詳細が決まり次第、改めて御案内します。 


